
４
月
19
日
㈬
、
萩
本
陣
に
於

い
て
、
通
常
総
会
及
び
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
に
は
、
藤
井
会
頭
、

大
中
副
会
頭
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
二
つ
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
承
認
、

可
決
さ
れ
滞
り
な
く
総
会
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
４
年
振
り
の

懇
親
会
が
催
さ
れ
、
多
く
の
ご

来
賓
の
方
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
服
部
会
長
か
ら
今
年

度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
一
日
一
生
～

出
会
い
に
、
仲
間
に
、
地
域
に

１
０
０
％
感
謝
」
に
込
め
た
熱

い
想
い
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
藤
井
会
頭
の
ご
挨
拶
、

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
服
部
会

長
を
筆
頭
に
会
員
一
同
ひ
と
つ

と
な
っ
て
萩
を
盛
り
上
げ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。田

辺
　
秀
男

令
和
５
年
度
通
常
総
会

～出会いに、仲間に、地域に 100%感謝～～ 会いに、仲間に、地域に 00%出会 に 仲 に 地域に 00%

一日一一日一生生
～出会いに、仲間に、地域に 100%感謝～

一日一生

−９−

一日一生 〜出会いに、仲間に、地域に100%感謝〜

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

No.445
萩商工会議所

青年部

現会員数25名

令和５年度　　事　業　計　画
通
年
目
標

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

総務渉外委員会
総会・役員会及び卒会式の開催、
他団体との交流事業を通じて会員
同士の親睦を深める。

定例役員会（毎月10日前後）・青年部規
約の検討（通年）・青年部備品の管理

（ジャンパー・ポロシャツ・ぶちジョー
カー）（通年）・４月19日㈬通常総会

新入会員候補者と出会い勧誘に向けて全員協議会時に事業
を行う。さらに、会員同士の交流を行い、仲間意識の構築、
増進を図る。また、対外的に青年部活動をアピールするた
めに名刺と広報誌踊車の作成やSNSでの発信を行う。

会員増強（通年）・踊車の作成（通年）・
SNSの管理（通年）・名刺作成・萩商工
会議所女性会との交流会（時期未定）

全員協議会

全員協議会
全員協議会

全員協議会

全員協議会

全員協議会・視察研修

萩商工会議所会頭・副会頭との交流会

萩グルメフェスタ（仮）

萩商工会議所青年部OB会との交流会

全員協議会

全員協議会

全員協議会

県青連親睦ソフトボール大会

萩青年会議所との交流会

臨時総会

卒会式

グルメフェスタをはじめとする萩
市の経済活性化を目的とした事業
の実施。

電子手帳の作成・管理（通年）
４月22日㈯
県青連第１回会長会議・会員アワー

（岩国YEG）

６月17日㈯ 県青連第２回会長会議・会
員アワー（徳山YEG）・県青連会員大会

県青連第３回会長会議（長門YEG）

県青連親睦ソフトボール大会（山陽YEG）
９月23日（土・祝）県青連親睦ゴルフ大会（防府YEG）
10月14日㈯～15日㈰中国ブロック大
会（柳井YEG）・西部地区会長会議

全国会長研修会（高知YEG）

12月９日㈯県青連第４回会長会議・会
員アワー（光YEG）

県青連第５回会長会議・会員アワー（山口YEG）
３月13日㈬～17日㈰日本YEG全国大会（小松YEG）

全協増強委員会 経済活性化委員会 その他事業

夏まつり事業
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令
和
５
年
４
月
22
日
㈯
に

岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル
に
て

令
和
５
年
度
山
口
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
通
常
総

会
、
第
１
回
会
長
会
議
及
び

会
員
ア
ワ
ー
が
開
催
さ
れ
、

金
子
直
前
会
長
、
榎
谷
委
員

長
と
参
加
を
し
ま
し
た
。
新

年
度
に
な
り
、
各
単
会
新
し

い
会
長
を
迎
え
て
の
会
議
で

あ
り
、
県
青
連
の
絆
を
深
め

る
た
め
に
、
よ
り
良
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

会
員
ア
ワ
ー
で
は
、
各
単
会

の
事
業
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
り
、

当
単
会
は
榎
谷
委
員
長
が
昨

年
度
の
萩
お
み
せ
や
さ
ん
ご

っ
こ
の
説
明
を
し
て
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
通
常

総
会
も
滞
り
な
く
終
了
し
、

懇
親
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に

戻
り
、
他
単
会
の
多
く
の
会

員
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

服
部
　
和
彦

令
和
５
年
４
月
22
日
㈯
に

第
１
回
会
員
ア
ワ
ー
が
岩
国

Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
管
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
各
単
会

が
行
っ
て
い
る
事
業
や
運
営

方
法
で
他
単
会
で
も
活
用
で

き
そ
う
な
事
例
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
昨

年
度
行
い
ま
し
た
『
萩
お
み

せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
』
に
つ
い

て
発
表
し
、
地
元
商
店
街
と

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
や
、
集
客
と
チ
ラ
シ
の
補

助
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
単
会
の

方
か
ら
「
参
考
に
さ
せ
て
も

ら
う
よ
」
と
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
良
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

榎
谷
　
紘
司

第
１
回
会
長
会
議
・

会
員
ア
ワ
ー

所
属
す
る
会
社
が
萩
商
工

会
議
所
に
加
入
し
て
お
り
、

な
お
か
つ
40
歳
ま
で
の
若
手

経
営
者
、
あ
る
い
は
、
有
望

な
人
材
の
方
が
い
ら
し
た
ら
、

青
年
部
で
己
を
磨
き
ま
せ
ん

か
？
多
く
の
異
業
種
の
方
と

の
交
流
、
様
々
な
青
年
部
事

業
の
運
営
を
通
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
一
生
の
友
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
学
ん
だ
こ

と
は
必
ず
自
身
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
青
年
部

事
務
局
や
現
役
青
年
部
会
員

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
部
事
務
局

☎
２
５-

３
３
３
３
担
当
　
瀧

今
年
度
か
ら
萩
商
工
会
議

所
青
年
部
に
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
損

保
株
式
会
社
の
中
野
翔
太
郎

と
申
し
ま
す
。
も
と
も
と
下

関
市
に
住
ん
で
携
帯
シ
ョ
ッ

プ
店
長
を
務
め
て
い
ま
し
た

が
今
回
の
転
職
を
機
に
萩
市

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

萩
市
に
は
知
り
合
い
も
い
な

い
状
態
で
引
っ
越
し
て
き
た

の
で
ま
ず
は
青
年
部
の
方
々

と
仲
良
く
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
知
り
合
い
や
友
人
を
増
や

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
青
年

部
に
入
会
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
萩
市
の
力
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 グリーンライフ損保株式会社

中野 翔太郎君

新
入
会
員
紹
介
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平
素
よ
り
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
の
活
動
に
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
青
年
部
が
、
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
、

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
本
年
度
１
年

間
を
通
し
て
、
基
本
的
な
青

年
部
活
動
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
現
役
会
員
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
青
年
部

活
動
で
の
思
い
出
や
、
自
ら

の
人
生
観
に
与
え
た
影
響
な

ど
を
お
聴
き
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
１
回
の
今
回
は
、
ま
ず

商
工
会
議
所
青
年
部
と
は
ど

の
よ
う
な
組
織
な
の
か
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

全
協
増
強
委
員
会

YEGとは
YEGとは、全国各地にある商工会議所に所属する青年

団体で、商工会議所青年部が正式名称です。
YEGの語源は、Young Entrepreneurs Group（若き企

業家集団）の頭文字をとったもので、同時に商工会議所
青年部のもつコンセプト（若さ、情熱、広い視野）を持
った経営者 Youth, Energy, Generalistを表しています。

萩YEGとは

主な活動

萩商工会議所活動の一環として会議所の中に設置され
ている20歳代から40歳までの若手経営者等の集まりで
す。萩市の商工業の健全な発展に寄与する事業や、自ら
の資質を高める自己研鑽の為の各種セミナーや事業を行
っています。

設立 1969年度（昭和44年）

商工会議所青年部　綱領
商工会議所青年部は
地域社会の健全な発展を図る商工会議所活動の一翼を担い
次代への先導者としての責任を自覚し
地域の経済的発展の支えとなり
新しい文化的創造をもって
豊かで住みよい郷土づくりに貢献する

萩YEGを卒会さ
れたOBとの交流会
で、同じ萩市内の
仲間との親睦を図
ります。

青年部OB会
との親睦

自己研鑽の為、
講師の方をお招き
して、経営に関わ
るセミナーなどを
開催します。

セミナー受講

地域貢献、交流
や各事業所の紹介
を目的とした様々
な事業を企画し開
催します。

イベント事業

年度の始めに各
事業の内容や予算
の承認がなされる
重要な会です。

通常総会


